
鳴門で恋の架け橋/ 
/くート III
ふれあいの旅

(主催勝浦町花嫁銀行)  

2月 3日(日)に，町内外の独身青年84人が参加して，青年交歓会が開催され，ボーリ ング ・

ーティーと交流の輪をひろげました。'¥観潮船・たらいうどん・立食/  

町民のうごき

世帯数  1，975・人口 男3'， 889女 4，036計 7，925(昭和60年 2月1日現在)


出生男 1女 6計 7・死t男 5女 1計 6・転入男 3女 3計 6・転出男13女13計26(昭和60年 1月中)


広報かつうら 3月号=177・昭和60年 3月1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854) 2 -2511 (代)
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初
年
の
あ
ゆ
み
発
刊
に
あ
た
っ
て

勝
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長

桜
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た
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ま
ち
勝
浦
町
は
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昭

和
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十
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三
月

一
日
横
瀬
町

・
生

比
奈
村
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し

て
か
ら
、
早
く
も
三
十
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
を
迎
、
え
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
合
併
直
後
当
時

の
年
間
予
算
に
匹
敵
す
る
膨
大
な

借
金
を
抱
、
え
た
財
政
再
建
団
体
の

指
定
、
そ
の
厳
し
い
制
約
の
な
か

で
の
新
町
建
設
計
画
の
策
定
と
そ

の
実
現
、
こ
れ
が
新
生
勝
浦
町
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
。

以
来
、
先
輩
諸
賢
の
筆
舌
に
尽
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せ
ぬ
ご
苦
労
と
町
民
挙
げ
て
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ご
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援
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協
力
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っ
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基
礎
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営
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築
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あ
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す
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迎
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。

と
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あ
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迎
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を
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(3) 第� 177号
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第177号 カ込 ザコ つ ら 昭和60年� 3月l日� (4) 

町民のくらし⑨と⑧
)は昭和30年� 3月現在

オ平方キ口当り人口 世帯人員 出 生� 死 亡

d合� 
114人� l世帯に� 4人� 4日に� l人� 6日に� 1人� 

人)l日に( 4人)l日に( 2人)5// 人) 48(1

む 

婚 姻 離 婚 転 入� 転 出

。〔空β引①� 
4.5日に� 1存且� 46日lこl車E l自に0.7人 8.
1日に0 人

(3.8日lこl組) (か 0.3人)人)0.4// ( 


おとしより� (65歳以上)� 育権者�  医 師 ごみ収集量� 

思� 
6人に� l人� 1世帯に� 3人� 993人に� l人

(13.4人に� 1人) (J，032人に� l人)� 1 B 1世帯l.5同

農 地 商 庖 町 税 町の予算

l圏寄品� 
l農家当り� 80a 13世帯に� l庖� 1人当� η35，229円� l人当り� 277，238円� 

円)820，11//円)613，10// 庖)l世帯に64a) (12(グ 
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(5) 昭和60年� 3月 1日� 

昭和60年度住民税申告相談日程表� 

カ込 ザコ つ ら 第177号

午前9時から3/1樹 中 山 中山公会堂
午後4時まで� 

}/4(月)星 谷 星谷公会堂� 

/J農村婦人の家中 角5ω 

7休)メ寸S、 山 /J今山センター� 

山呈主 石 /J8幽 勝浦 会 館� 

H11伺)山西掛 生比奈農協� 

11 12(刈 沼江・石原 石原センター� 

/J町役場� 21l皆13や'1<)全 町

}/H 1114(利� 

}/ I! I!15幽� 

印
鑑
、
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証

拠
書
類
、
生
命
保
険
料
等
の
払
込

証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
、
医
療
費

領
収
書
、
そ
の
他
申
告
に
必
要
な

書
類
。

・圃圃圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 �  

2
町

圃且圃忌置函Eヨ温gEi;zi

口 っ と の つ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ー

てな有て
届を四あ場脱の 転 動 者 さ証ての員り に月 と治者は、つ効い

営再EZ合毒震へ宙22u;52て24訟手三宅号事哲骨三護金
し参内日、)に転生た、 持被現向地日九てき受ないーま

;;ド前日42ZEHif21H23ド品
保

住民税の申告はすませましたか.ノ

- - ， 

、� 

期限は3月� 15固まで

ぞ'1;仁
志鯵..，l~

町
内
に
住
所
歩
ヤ
有
す
る
か
た
で

昨
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
所
得
の
あ
っ
た
人
は

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

無
申
告
者
に
は
、
町
で
所
得
額

を
決
定
し
た
り
、
過
料
に
処
せ
ら

れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
心
要
な
も
の

被保険者証の更新日程

日 時 間 場 所� I也 区� 

9 : 00~10 : 00 石原センター 石沼 原江� 

10 :20~11 :20 生比奈 農協 今韮}谷山 山西� 

11 : 40~12 :40 農村婦人の家 中 角� 
3 

1 : 00~2 :00 勝 浦会館 黒 モL1ヨ..J 

月� 2 : 20~3 : 20 星 谷 公 会 堂 星 省� 

29 
3 : 40~4 :40 生名センター 生 名� 

9 :00~10:00 坂本集会所 坂 本
日� 
、、〆p

金� 

10 : 20~什 :20 坂本事業所 坂 本

11 : 40~ ↑ 2 : 40 与川内事業所 与川内
曜
日
仁OO~2 :00 勝浦町農協 横 理員

¥}ノ 

2 : 20~3 :20 中 山公会堂 中 山� 

3 : 40~4 :40 棚野公会堂 欄 野

※久園地区は町役場で付います。

去、ぃ。ま
た
、
受
診
す
る
際
に
は
必
ず

被
保
険
者
証
を
持
参
し
ま
し
ょ
、70

(
老
人
医
療
対
象
の
か
た
は

「老

人
医
療
受
給
者
証
」
も
忘
れ
ず
に

持
参
し
ま
し
ょ
う
。
)

税
務
保
険
課

国
保
係

ー¥

ニ
セ
税
理
士
に
御
用
心

誤

っ
た
宣
伝
に

ま
ど
わ
さ
れ
な
い
よ
う

『税
の
こ
と
は
ま
か
せ
な
さ
い
』

な
ど
と
い
う
宣
伝
に
の
せ
ら
れ
て

葉
茎
被
っ
た
話
を
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
税
理
士
資
格
の
な
い
人
の

う
ま
す
ぎ
る
話
に
の
っ
て
税
金
の

相
談
歩
す
る
こ
と
は
間
違
い
の
も

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
税
理
士
で
な
い
人
に
税
金

の
相
談
を
す
る
こ
と
は
か
無
免
許

運
転
の
車
。
に
乗
る
よ
う
な
も
の

で
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国民健康保険

MUS04
テキストボックス
国民健康保険被保険者証の更新を
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み
か
ん
園
の
整
枝
・
努
定
作
業
に
全
力
を
あ
げ
よ
う

整
枚
、
前
内
定
作
業
は
五
十
年
代

に
入
り
、
そ
の
気
運
が
盛
り
あ
が

り
、
ほ
と
ん
ど
完
成
の
域
に
達
っ

し
た
園
も
あ
り
ま
し
た
が
、
五
十

六
年
二
月
末
の
大
寒
波
で
の
枯
死

や
、
損
傷
樹
が
増
加
し
、
そ
の
後

の
樹
勢
回
復
も
十
分
で
な
く
、
こ

こ
数
年
間
は
休
眠
状
態
と
な
っ
て

い
る
園
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
全
国
的
に
み
て
も
豊
作

年
と
な
っ
て
お
り
、
い
か
に
し
て

「
な
ら
せ
な
い
占
つ
に
す
る
か
」

が
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
が
、
ま
ず
そ
の
第

一
歩
が
整
枚
、

勢
定
作
業
で
あ
り
ま
す
。

今
月
い

っ
ぱ
い
と
来
月
上
旬
は

最
も
大
切
で
あ
り
ま
す
の
で
、
最

優
先
し
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

以
下
今
年
の
実
施
方
法
に
つ
い

て
の
一
般
的
な
こ
と
を
略
述
し
て

み
ま
す
。

個
々
の
園
に
つ
い
て
の
詳
細
は

技
術
員
の
方
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

今
年
の
考
え
方

一
、
株
元
の
い
た
ん
で
い
る
も
の

や
、
不
良
系
統
の
も
の
0

・
思
い
切
っ
て
伐
採
を
行
い
、
そ

の
跡
地
に
優
良
系
統
の
苗
木
を
植

栽
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
密
植
に
な
っ
て
い
る
も
の
。

早
生
、
普
通
を
問
わ
ず
一
樹
づ

つ
の
整
枝
、
前
内
定
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
ず
間
伐
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

過
去
の
例
か
ら
し
て
も
方
法
さ

え
間
違
わ
な
け
れ
ば
減
収
と
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。

(
図
参
照
)

三
、
極
端
な
隔
年
結
果
樹
。 

①
本
年
な
り
ま
わ
り
の
木

く密檀園の間伐のしかた〉
切る位置(必らず分短部で切ること〉 校ガ績に張るようl乙

下万へ誘引するとよい

永久樹 間伐;格f 眠、永久樹 間伐樹 f')<に人ガ通れる程度
口一フ等で誘引する の空間ガあること

今
年
は
ほ
と
ん
ど
の
園
が
該
当

す
る
と
思
い
ま
す
。
間
引
き
男
定

や
強
い
努
定
は
避
け
る
こ
と
。
実

施
し
て
も
新
梢
の
発
生
少
く
意
味

が
少
な
い
も
の
で
す
。

ま
ず
、
「
で
き
る
だ
け
な
ら
せ
ず

来
年
以
降
に
な
ら
せ
る
」
こ
と
を

考
え
る
こ
と
。

②
麦
秋
梢
を
努
除
す
る
。

@
麦
秋
梢
の
発
生
の
な
い
も
の 
(最

悪
で
す
)
は
春
芽
(
成
り
穂
)
も

思
い
切
っ
て
努
除
す
る
。

内
弱
、玉
枝
(
親
指 
1
小
指
程
度
の

太
さ
の
枝
)
の
設
定
を
樹
全
体
で

-打
、っ
。

今
年
は
以
上
に
と
ど
め
、
校
ご

と
の
摘
雷
、
摘
花
、
摘
果
に
つ
と

め
、
施
肥
量
も
園
の
広
さ
に
見
合

っ
た
だ
け
施
用
の
こ
と
。 

②
本
年
不
作
が
予
想
さ
れ
る
木

こ
れ
に
該
当
す
る
園
は
非
常
に

少
な
い
と
思
い
ま
す
。 

①
大
木
で
木
を
小
き
く
し
た
い
と

美
己

樹
型
改
造
を
行
う
に
よ
い
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
整
枚、

勢
定
を
強
く

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
木
の
上
半
分

が
裸
に
な
る
く
ら
い
強
く
行
い
、

で 一
挙す

。 に
木
を
作
り
あ
げ
た
い
も
の

な
お
、
下
半
分
は
絶
対
に
切
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
う
す
れ
ば
向
、
」
う
三
か
年
聞

は
異
常
な
徒
長
枚
以
外
は
ほ
と
ん

ど
切
ら
な
く
て
よ
い
。 

@
幼
木
、
若
木
の
と
き
。

間
引
き
勢
定
の
絶
好
期
で
す
。

校
数
を
減
ら
し
、
校
の
傾
斜
角
度

こ
の
機
会
に
主
枚
、
亜
主
枝
を

作
り
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

七
年
生
以
下
の
木
で
は
交
叉
枚
、

平
行
枝
、
内
向
枚
、
極
度
の
下
垂
校

だ
け
を
努
除
す
る
こ
と
。

回
、
毎
年
成
り
の
安
定
し
て
い
る

木
。

五
樹
高
を
下
げ
(
最
終
目
標
二

・

一
樹
当
り
の
主
枝
、
亜
主

M
)

に
気
を
つ
け
る
こ
と
。
こ
の
説
明

は
別
表
及
び
別
図
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

(別図)理想的な枝の角度� 

(別表) 90 80 
10 a当りの収量概算と


主枝・亙主枝数の関係 
  

O 

反 収 主枚・亜主牧の数� 

4 t内外 ∞本内外51， 

6 t 11 1，000 1/ 

8 t 11 700 11 

1 0 t 11 500 11 

1 2 t 11 250-300 11 

¥¥A主校 として残す枚の角度� 
22 

B主枚・亜主枚は， この角度内て'作 らな いこと

(今までは， この角度内の枝を大切にしすぎた)� 

C亙主枝 として残す枚の角度� 

枝 として残す枝の角度11但D
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「
勝
浦
町
は
薬
用
植
物
の
宝
庫
だ
」

薬
用
栽
培
希
望
者
を
募
集

最
近
、
厚
生
省
は
日
本
人
の
栄

草
類
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、
世
は

養
状
態
は
約
六
十
%
余
の
人
が
カ

ま
さ
に
自
然
食
ブ 

ム
、
山
菜
ブ

ロ
リ
ー
の
取
り
過
ぎ
で
あ
る
と
発

ー
ム
、
そ
し
て
薬
草
ブ 

ム
の
花

表
し
て
い
ま
す
。

咲
り
の
感
さ
え
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
心
臓
病
を
始
め
と
し
た
、

そ
こ
で
、
薬
草
栽
培
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
成
人
病
の
対
策
が
急
が

町
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
、
ご
協

れ
て
い
ま
す
。

力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
薬
公
害
が
や
か
ま
し
く

「
勝
浦
町
は
全
国
的
に
み
て
も

い
わ
れ
、
自
然
の
恵
み
で
あ
る
薬

薬
用
植
物
の
宝
庫
だ 

こ
れ
は
本

l
U

l

森
林
災
害
に
備
え
て

H

J

M

c

最
近
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
森

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
森
林
共
済
に


林
に
思
わ
ぬ
所
で
思
わ
ぬ
災
害

加
入
し
て
い
た
人
は
ほ
ん
の
わ
ず


が
発
生
し
ま
す
。
北
海
道
へ
の

か
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
東
北
、
北


台
風
上
陸
、
九
州
で
の
大
雪
、
森

陸
に
大
被
害
を
も
た 
3

り
し
た
大
豪


林
所
有
者
は
大
打
撃
を
受
け
て
い

雪
か
ら
五
年
目
に
な
り
ま
す
。
森


ま
す
。

林
共
済
は
、
安
い
掛
金
、
早
い
調


全
森
速
の
資
料
に
よ
り
ま
す
と

査
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。
 

約
五
年
間
の
周
期
で
大
災
害
の
発

雪
折
れ
、
山
火
事
、
風
水
害
 

生
を
み
て
い
ま
す
。
県
下
に
お
い

入
っ
て
安
心
ノ
森
林
共
済
グ


て
も
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
五
十

ま
し
ょ
う
。
お
申
し
込
み
、
お
問


貴
重
な
森
林
財
産
は
共
済
で
守
り

九
年
に
か
け
て
の
大
雪
、
三
好
郡

山
城
町
を
中
心
と
し
た
五
十
八
年

い
合
せ
は
森
林
組
合
へ
。

の
集
中
豪
雨
、
森
林
災
窓
口
は
多
く

農
作
業
の
省
力
化
・
合
理
化
対

策
と
し
て
圏
内
作
業
道
(
事
業
名
・

徳
島
県
単
独
地
域
振
興
事
業
)
を

推
進
し
効
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

六
十
年
度
も
実
摘
す
る
見
込
み
で

す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
三
月

十
日
(
日
)
ま
で
に
地
区
農
業
振

興
協
議
会
々
長
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
受
益
戸
数
三
戸
以
上

一

、

幅

員

二

・
五ぷあ

町
の
出
身
で
薬
学
博
士
、
後
藤
賓

一
0
ア
ー
ル
当
三
十
万
円
程
度
に

先
生
の
お
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

は
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
周
囲
を

見
波
し
て
も
身
近
に
あ
る
も
の

の
ほ
と
ん
ど
が
薬
用
植
物
と
い
っ

た
感
じ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
い
も
の
は
、

現
在
、
町
に
お
い
て
す
す
め
て
い

る
果
樹
や
、
野
菜
類
の
さ
ま
た
げ

空
地
の
有
効
利
用
の
は
か
れ
る
も

の
」
で
す
。

そ
れ
は
コ
方
ネ
パ
ナ
と
セ
ネ
ガ

で
す
。

と
も
に
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
は

j
三
か
年
く
ら
い
で
す
。

栽
培
は
比
較
的
や
さ
し
く
取
り

組
み
ゃ
す
い
と
思
い
ま
す
。

収
入
は
現
在
の
見
通
し
で
は
、

栽
培
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
さ

っ
そ
く
産
業
課
ま
で
お
申
し
出
く

だ
支
」
い
。

ま
た
庭
の
片
隅
、
畑
の
一
画
、

空
地
の
利
用
を
図
り
、
趣
味
と
実

益
を
兼
ね
て
の
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
、

ン
ヤ
ク
ヤ
ク
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
等
の

に
な
ら
ず
、
む
し
ろ
「
果
樹
園
の

栽
培
も
ぜ
ひ
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。 

@

薬
草
栽
培
は
「
薬
事
法
違

反
に
な
る
の
で
は 
」
と
心
配
さ
れ

る
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
安
心

し
て
く
だ
さ
い
。

一一
 

栽
培
し
た
も
の
を
水
洗
い
、
乾

燥
等
の
調
整
し
た
も
の
を
販
売
す

る
こ
と
は

「農
作
物
」
に
相
当
し

ま
す
。

生
産
組
合
を
設
立
し

圏
内
作
業
道
を
整
備
し
よ
う

以
上


一
、
補
助
率
三
分
の
一
以
下


な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
農
村
振


興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

廃
車
手
続
き
は

確
実
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
税
は
四
月

一
日
現
在

所
有
の
軽
自
動
車
(
原
付
自
転
車

等
を
含
む
)
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
も
っ
す
で
に
廃

車
し
た
軽
自
動
車
で
も
、
廃
車
の

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
今
後
ず

っ
と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
だ
れ
か
に
売
っ
た
り
、

譲
っ
た
り
し
て
も
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
、
同
様
の
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
∞
以
下
の
原
付
自
転

車
等
は
、
町
役
場
に
お
い
て
手
続

多
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
軽
自
動
車
(
軽
四
乗
用
・

軽
四
貨
物

・
小
型
二
輪
自
動
車
等
)

は
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
で
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

な
お
、
不
明
な
点
は
、
町
役
場

税
務
保
険
課 

(
2
1
2
5
1
1
)

ま
た
は
軽
自
動
車
検
査
協
会 

(
0 

8
8
6
・
3
1
・
6
6
7
5
)
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〆¥

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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産業廃棄物の処理は専門業者で/


O

O
産
業
廃
棄
物
を
処
理

0
8
8
6
|お 

ま
た 産

業
廃
棄
物
の


粗
大
ご
み
は
自
分
で
運
搬
し
て
く
だ
さ
い

処
理
に
つ
い
て
お
願
い


本
町
の
ご
み
処
理
は


塞
庭
で
で
き
る
一
般
廃


棄
物
を
対
象
に
行
っ
て


最
近
、
ご
み
フ

ェ
ン
ス
(
ご
み

置
場
)
に
粗
大
ご
み
(
テ
レ
ビ

・

冷
蔵
庫
な
ど
)
の
放
置
が
目
立

っ

組
大
ご
み

処
理
し
な
い
日

て
い
ま
す
。

組
大
ご
み
は
、
直
接
自
分
で
焼

却
場
ま
で
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
連
、山
と
き
は
、
燃
え

解
体
し
て
か
ら

る
物
と
燃
え
な
い
物
に
分
け
れ
る

物
は
解
体
し
て
、
前
日
ま
で
に
焼 

V V

V

j

却
場
に
連
絡
し
て
か
ら
運
ん
で
く

前
日
ま
で
に
焼
却
場
へ
連
絡

れ

μ
去
、
い
。 

V

電
話 

2
1
4
2
1
8

測
定
数
値
が
よ
り

一
層
厳
し
く
…

な
る
た
め
、
た
と
え
少
量
で
あ
持

っ
て
も
産
業
廃
棄
物
の
処
理
は
日

で
き
な
い
。 

ω 

O
開
始
日

目

昭
和
六
十
年
三
月
一
日
か
ら

明

。
一
般
廃
棄
物
と
は
:
:
:

時

ご
み

・
粗
大
ご
み
等
(
別
表
向

参
照
)

明

。
産
業
廃
棄
物
と
は
:
・
・
日

テ
レ
ビ

・
冷
蔵
庫

・
自
転
車

タ
イ
ヤ

・
タ
ン
ス
な
ど 

日
曜

・
祝
日

・
休
業
日

(八

月
十
四
日 
1
十
六
日
、
十
二
月

お
り
、
産
業
廃
棄
物
は

処
理
し
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
各
自

で
運
ば
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
処
理
し
て
い
ま

し
た
が
、
三
月
一
日
か

ら
は
、
次
の
理
由
で
産

業
廃
棄
物
は
処
理
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
専
門
業

者
に
処
理
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

し
な
い
理
由

町
は
、
法
律
(
大

気
汚
染
防
止
法
)
で

義
務
づ
け
ら
れ
た
大

気
検
査
を
実
施
し
て

い
る
が
、
産
業
廃
棄
物
(
廃
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
類
・繊
維
く
ず
等 
)

を
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
測

定
数
値
が
基
準
値
を
大
幅
に
超

え
、
大
気
汚
染
の
危
険
が
増
大

す
る
。

法
律
の
改
正
に
よ
り

三
十
一
日 

一
月
三
日
)
は
運

ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

燃
え
る
物
と
燃
、
え
な
い
物
に

分
け
れ
る
物
は
解
体
す
る
。

0
6
0
3
日

0
8
8
6
1
お
1
8
4
8
8
司

O
R
U
Q
Y
b
q
J
i
-
-Q
U
l
l

nunu

つ
-

U
〉

ハ

分類 種 者自 内� n台~ー

一廃
般棄

物

①ご み

②粗大ごみ
産業廃棄物以外の廃棄物

①廃プラス

チ ック類

合成樹脂くず，合成繊維くず，合成ゴム〈

ずなど ，合成高分子系化合物に係る回形状

液状のすべての廃プラスチ� y ク類

iff 
②繊維くず

衣服その他の繊維製品製造業以外の繊維工

業から生ずる木綿くず� .羊毛くず等の天然� 

繊維〈ず

③ ゴム〈ず 天然、:ゴムくず

業
④金属くず 鉄鋼，非鉄金属の研磨くずなど

廃
⑤ガラス〈

ず及び陶
磁器くず

カラスくず，耐火レンフケくず，陶磁器くず

など

事長 ⑥建設廃材

工作物のl京去にともなって生ずるコンクリ

ートの破片，レンガの破片その他これに類

する不安物

物 ⑦廃ビニー

/レ類

地設医l芸などのハウス用に使用するすべて

のビニール類

③その 他

燃えカ、ら，� I発出，廃園女，廃アルカリ，汚泥

動植物性残さい(自主造かす，発酵かすffi..

及び!駄のあらなど)，鉱さい� .家畜のふん尿・

死{木など

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

・
繊
維

向

く
ず
等
(
別
表

参

照

)

ヤ

産

業

廃

棄

物

処

理

業

者

向

四
国
資
源
開
発
紘
業
(
株
)
何

徳
島
市
徳
島
町
城
の
内
申

三
幸
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
山

宮
島
市
徳
鳥
本
町
一
丁
目
時

産
業
廃
棄
物
処
理
工
場 

(株
)
明

徳
島
市
佐
古
四
番
町
十
三

時 

0
8
8
6
1
日
|
5
7
0
7
〉

笹
同
一
霊
童
棄
物
処
理
事
業 
(株
)
ゆ

小

松

島

市

和

田

島

町

日

こ
の
ほ
か
に
も
処
理
し
て
く
れ
…

る
業
者
は
あ
り
ま
す
が
、
主
な
処
的

理
業
者
を
抽
出
し
ま
し
た
。

明 

3月1日から

(別表) 廃棄物の種類一覧

¥、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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'‘、、

家
族
ぐ
る
み
で

受
通
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
/

|
|
町
民
交
通
傷
害
保
険
|
|

す
。三

月
ー
ー
も
7
す
ぐ
新
学
期
で

新
入
学
(
園
)
児
の
お
い
で
る
ご

家
庭
で
は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
な
が
ら
、
何
か
と
準
備
に
お

忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

入
学
準
備
の
な
か
で
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
が
お
子
さ
ん
に
対

す
る
交
通
安
全
教
育
で
す
。

こ
れ
ま
で
比
較
的
、
家
の
近
所

で
遊
ん
で
い
た
子
供
た
ち
も
、
通

学
(
園
)
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
行

動
範
囲
が
グ
ン
と
広
が
り
ま
す
。

行
き
帰
り
は
も
と
よ
り
、
新
し
い

友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り
・
�
 

.. 
，こ
こ
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

?
」
れ
が
子
供
だ

大
人
と
は
違
う
行
動
パ
タ
ー
ン
�
 

ら
な
い
の
が
交
通
事
故
で
す
。

お
子
さ
ん
へ
の
交
通
安
全
教
育

は
、
止
杢
庭
で
の
か
し
つ
け
。
の
一

っ
と
し
て
、
ぜ
ひ
実
行
し
て
く
だ

さ
い
。
お
子
さ
ん
キ
ム
父
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
に

l
l
。

車
社
会
と
い
わ
れ
る
今
日
、
交

百
四
十
円
と
な
り
ま
す
。
(
こ
の

場
合
一
人
二
口
ま
で
加
入
で
き
ま

す
が
、
町
が
負
担
す
る
の
は
一
口

分
で
す
。)
 

O
保
険
請
求
書
類

特
に
必
要
な

も
の
は
管
内
笹
察
署
及
び
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
発
行

す
る
事
故
証
明
書
で
す
。
自
転

車
の
自
損
事
故
等
ど
ん
な
軽
微

な
事
故
で
も
笹
察
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

O O O O 通
事
故
に
伴
、
�
 
7
犠
牲
者
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

万一

の
と
き
に
備
え
、
運
転
す

る
、
し
な
い
が
」問
わ
ず
、
家
族
そ

ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
�
 

申
込
窓
口

役
場
住
民
福
祉
課

申
込
受
付

三
月
三
十
一
日
ま

で申

込

書

別

紙
折
込
用
紙
。

申
込
書
を
切
り
取
り
、
記
入
押

印
の
う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

保
険
期
間

四
月

一
日
�
 
i

子
供
は
か
動
く
赤
信
号
。

家庭でしつけよ ヲ


新入学(園)児の交通安全


①

一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
る
と

周
囲
の
こ
と
が
自
に
入
ら
な
く

な
る
�
 

②
手
を
挙
げ
る
と
ク
ル
マ
は
必
ず

止
ま
っ
て
く
れ
る
ー
ー
と
い
っ

た
よ
う
に
物
事
を
単
純
に
し
か

理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

③

「
危
な
い
よ
」
「
注
意
し
て
ね
」

と
い
っ
た
抽
象
的
な
言
葉
で
は

よ
く
理
解
で
き
な
い

④
そ
の
時
々
の
気
分
に
よ
っ
て
行

動
が
変
わ
る
�
 

⑤
物
陰
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る

⑥
一
応
の
交
通
ル
ー
ル
は
理
解
で

き
て
も
、
応
用
動
作
が
で
き
な

い
こ
と
が
多
い
�
 

⑦
よ
し
あ
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
大

人
や
年
上
の
子
の
マ
ネ
を
す
る

O

一
年
間

保

険

料

一
口

四
百

八
十
円

一

人
二
口
ま
で
。

た
だ
し
、
四

月
一
日
現
在
保

育
所
の
幼
児
、

幼
稚
園
児
、
小

中
学
生
に
つ
い

て
は
、

町
が
半

額
を
負
担
し
ま

す
か
ら
一
人
二
�
 

MUS04
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MUS04
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MUS04
テキストボックス

MUS04
テキストボックス
子供は動く赤信号

MUS04
テキストボックス
家庭でしつけよう
新入学（園）児の交通安全
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こ
れ
ら
の
言
誌
の
袈
に
は
、
必

私
た
ち
の
家
庭
生
活
の
中
に

偏
見
や
差
別
は
な
い
で
し
ょ
う
か

私
た
ち
の
家
庭

生
活
の
中
に
み
ら

れ
る
偏
見
や
差
別

は
ど
の
よ
う
に
し

て
生
ま
れ
て
く
る

め
た
ろ
う
か
。
子

供
は
親
の
背
を
見

て
育
つ
と
い
わ
れ

る
。
も
し
、
親
が
ゆ

が
ん
だ
人
間
観
や

社
会
観
を
根
強
く

も
っ
て
い
る
と
し

た
ら
、
そ
れ
が
子

供
の
成
長
に
ど
ん

な
影
響
を
あ
た
え
る
だ
ろ
、
っ
か
。

こ
の
問
題
点
を
掘
り
お
こ
し

差
別
や
偏
見
が
つ
ち
か
わ
れ
て
レ

く
原
因
や
背
景
を
追
及
し
、
明
る

い
民
主
的
家
庭
生
活
が
、
営
め
る

た
め
の
筋
道
を
真
剣
に
考
え
て
み

トぞっ。子
供
は
、
成
長
す
る
に
従
っ
て
、

人
間
関
係
の
広
が
り
と
深
ま
り
が

て
き
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
親
に

偏
見
や
利
己
的
な
考
え
方
が
あ
る

と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
健
全
な
人

間
関
係
が
結
ぶ
ヲ
」
と
が
壊
さ
れ
る

場
合
も
多
い
。

た
と
え
ば

「あ
の
子
と
友
達
に
な
ら
れ
ん

「あ
そ
こ
へ
遊
び
に
行
か
れ
ん

な
ど
の
よ
う
に
、
親
の
差
別
的

態
度
は
、
い
つ
の
間
に
か
偏
見
や

差
別
感
を
子
供
に
植
、
ぇ
付
け
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
よ
り
助

長
し
て
い
る
点
が
あ
る
こ
と
も
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

H •• 

「あ
の
子
は
、
成
績
が
よ
い
け

れ
ど
・
・
:
・
�
 -J

H

「
あ
の
娘
は
、
美
人
だ
け
れ
ど

.
L

「
あ
そ
こ
は
金
持
ち
だ
が
:
・
:
J

「
今
で
、
」
そ
社
長
夫
人
だ
け
れ

UJ

ル」・・・� 

」

森
林
組
合
か
ら


お
知
ら
せ
 

2
月
号
広
報
で
�
 森
林
組
合

だ
よ
り
�
 を
送
付
し
ま
し
た
が
、

ω年
度
中
に
造
林
・
下
刈

・
除

伐

・
間
伐
な
ど
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
は
早
急
に
、
造
林
保
育

事
業
委
託
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ず
と
い

っ
て
よ
い
く
ら
い

「
---

の
く
せ
に

0

・:・
な
の
に
�
 と
強

い
差
別
意
識
が
聞
い
て
い
る
。

家
族
の
話
し
合
い
の
中
に
は

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
な
発
一
言
が
無

意
識
に
な
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
一

つ
一
つ
の
言
葉
の
持
つ
意

味
を
鋭
く
追
究
し
、
よ
い
人
間
関

係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

U

勝
浦
会
館
三
月
行
事

875  
日日日
制(村(火)

生
花
教
室

踊
り
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会
�
 

9
日
出
習
字
教
室

ロ
日

ω
着
付
教
室

日
日
制
踊
り
教
室
・
手
芸
在
室

(
玉
ノ
木
・五
十
回
公
会
堂
)

初
日
附
生
花
教
室

れ
日
嗣
踊
り
教
室A

幻
日
凶
手
芸
教
室


幻
日
�
 ω
習
字
教
室


部
日
�
 ω
着
付
教
室


各
教
主
と
も
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。(
習
字
の
み
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
。

州
島 l

 

判
顔
写
真
入
り
の
豪
華

版
で
す
。

訂
正
と
お
詫
び

一一

八

・
二
六
八

・
三
七
八
百
(

新
居
義
子
さ
ん
生
年
月
日
、
大
正

二
年
を
大
正
七
年
に
、
一
三
九
頁

四
行
目
業
菜
摘
む
を
新
菜
摘
む
に
、

一
八
五
頁
二
作
目
「魂
洗
わ
る
し
を

「
魂
洗
わ
る
る
」
に
、
二

一
O
頁
一

行
目
白
紙
走
せ
る
を
白
鷺
歩
せ
る

に、

一
二
一
一

真
五
行
目
「
仁
和
寺

や
御
堂
の
」
を
「
仁
和
寺
や
御
室

の
」
に
訂
正
。

以
上
、
編
集
印
刷
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。
各
自
お
改
め
く
だ
さ

い
。

町
民
文
芸
集

「
か
っ
、
つ
ら
」
発
刊

か
ね
て
よ
り
編
集
を
進
め
て
お

り
ま
し
た
町
民
文
芸
集

「
か
つ
う

ら
」
が
、
町
当
局
・
教
育
委
員
会

の
御
力
添
え
に
よ
り
、
や

っ
と
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

御
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
原

稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
あ

り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

な
お
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
読

ん
で
い
た
だ
き
た
く
、
余
部
を
つ

く
リ
左
記
で
販
売
し
て
お
り
ま
す

の
で
御
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会
又
は
、

(
横
瀬
)

中
田
ヤ
ス
エ

一
冊
千
二
百
円
(
四
三
八
頁
)
�
 

勝
浦
町
文
芸
ク
ラ
フ

夢
の
紙
粘
土
人
形
展
示
会

か
わ
い
い
紙
粘
土
人
形
展
示
会

か
ら
午
後
五
時
ま
で


を
開
催
い
た
し
ま
す
。
手
軽
で
安

炉
」
-
-
広
ソ

住
思
福
祉
セ
ン
タ
ー


価
、
す
て
き
な
あ
な
た
だ
け
の
お

二
階
和
室


人
形
作
り
が
で
き
ま
す
。
実
演
コ

(
教
育
委
員
会
)


ー
ナ
ー
も
ご
ざ
い
ま
す
。


な
お
四
月
か
ら
開
講
予
定
で
す


の
で
ご
希
望
の
か
た
は
当
日
お
申


と A

5

込
く
だ
さ
い
。

き

三
月
十
日
午
前
十
時

、-

MUS04
スタンプ

MUS04
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MUS04
テキストボックス
同和啓発シリーズ

MUS04
テキストボックス
町民文芸集かつうら発刊
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野田  

ヘ
大
字
泌
江
申
�
 
一
栄
�
 

日

相

住

町

「
レ
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守
尽
谷
寺
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J

北

山

義

郎

昭
…
本
賀
津
子


孝
志


智
子


士反間

大
7
川
的
正
'
イ
凪
…
山
右
前
田
君
代
(
お
歳
)

三
月
十
九
日
(
火
)

大
正
ニ
渓
・
ヲ
来
一
四
塩
粟
弘
一

郎
(
訂
歳
)

午
後
九
時

大字
三
渓
守
凶
一
世
泉
原
丘
ハ
吉
(
剖
歳
)

太
平
三
波

中

原

千
市
ノ
江

一
時
)
長
女
沙
希
子

幸
野

大
西

宇
竹
間

一
位
)
長
女
舞

太
平
棚
町
炎
、
山

雅
之
�
 

虫
歯
久
保

早
苗
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中
�
 
ha
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二
女
別
一

大

経

竹
村
美
…
理
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俊

大字沼江

上
岡
�
 敏
明
 

(f
北
松

茂
美
」
二

男

辰


ゐ
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

大山

戸
籍
の
窓

4
・・月日山田� j
2
月
刊
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
寸
三
淡
・
干
潟
市
�
 
γ
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お
誕
生
お
め
で
と
う

き

午
後
七
時
�
 

大
字
沼
斗
宇
一
語
岸
岡
松
太
郎
(

U
M

歳
)

面川~

大
字
板
本
宇
禁
制
平
尾
茂
(
刀
歳
)

大
卒
中
君
主
・野
尾
花
タ
キ
ノ
(
臼
歳
)

大
ヰ
泌
江
守
神
谷
時
野
ス
ミ
ヱ
(
印
歳
)

主
主
乙
字
化
麻
木
マ
ツ
ヱ
(
臼
歳
)

大
宇
中
角
午
前
山
湯
浅
千
代
子
(
打
歳
)

社
会
総
合
大
学

」
予
習
日
の
お
知
ら
せ

習
字
山
手
級

宗
十
坂
本
立
石

「
イ
鱒
野

啓
二
戸
ー=
3
ぺ

敬
子
」
�
 f
5
t
 

谷

口

敏

日

主
宗

佐
夜
一
村
�
 )長

女

裕

J

李

主

福

田

牢
中
協
同
一
市

旧
円
川
叫

/

E

1
一

房
子
」長
女
朗

4

J

L
事
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野
異
一

珂

真
由
美
」一長
女
靖
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山

哲

幹
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口
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彦

波

久
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宮

田

新
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字
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淡
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小

松

島

市

「
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字
星
谷
等
間
側
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山剛桝川宇北川原

「
大
字
坂
本
字
白
包
平

/

貞

光

町

也

子子 子

角
ヰ
平
山
木
下
種
次
郎
(
位
歳
)

十中
大
字
坂
本
�
 17
来
日
廿
海
川
弥
平
(
別
歳
)
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凍
湖
の
哀
歌
よ
吾
が
娘
の
学
舎
に

冬
椿
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
を
置
く
河
畔

棚

野

太

凹

正

平

階
段
を
つ
ま
づ
き
上
る
受
験
の
子

着
ぶ
く
れ
て
月
日
ど
ん
ど
ん
逃
げ

て

ゆ

く

生

名

丸

山

香

月

紅
白
の
梅
に
朝
日
の
な
ご
み
か
な

ふ
く
ら
み
て
紅
か
た
き
庭
の
悔

生

名

滝

口

良

一

一
灯
は
紫
、
夜
を
戻
る
娘
に
残
す

掛

谷

山

丸

千

絵

谷
の
立
目
静
か
に
梅
を
聞
か
し
む

掛

谷

野

上

す

み

れ

厨
に
入
る
度
に
頬
ば
る
年
の
豆

掛

谷

斎

藤

重

子

孫
の
靴
買
う
約
は
た
す
春
の
街

掛

谷

駒

津

光

洋

中
存
立
つ
や
衣
替
、
え
す
る
問
屋
街

沼

江

梅

山

み

ず

は

三
月
十
一
日
(
月
)
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と
こ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

墨
絵
蛍
級

一二月
七
日
(木
)

三
月
十
七
日
(
日
)

と

き

午
後
七
時
半

1
午
後
九

時
半

と
こ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

短
叡
学
級

三
月
九
日
(
土
)

と

き

午
前
十
時
半
ー

と
こ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

勝
浦
土
地
改
良
区

昭
和
五
十
九
年
昨
品
川
総
農
道
賦

課
金
(
負
担
金
)
の
納
付
に
つ
い

て
畑
総
農
道
関
係
者
の
か
た
で
、

ま
だ
負
担
金
を
納
付
し
て
い
な
い

か
た
は
、
納
期
が
三
月
五
日
(
火
)

と
な
っ
ー
て
い
ま
す
。
納
付
期
限
を

過
ぎ
る
と
管
促
手
数
料
と
年
十
四

.
六
%
の
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま


す
か
ら
、
期
日
ま
で
に
必
ず
納
付


し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
年
度


分
か
ら
滞
納
者
を
出
し
た
地
区
は


関
係
者
全
員
に
残
元
金
に
対
し
て


0
・
五
%
の
過
怠
金
を
徴
収
す
る


予
定
で
す
。


※
延
滞
期
間
が
長
い
場
合
は
、
法

(土
地
改
良
法
)
の
定
め
に
よ
り

強
制
執
行
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 と

梅
咲
い
て
光
り
作
れ
り
日
と
人
に

坂

本

た

に

ふ

じ

え

御
降
り
や
心
の
奥
に
化
粧
す
る

御
降
り
や
天
地
清
浄
無
垢
の
刻

坂

本

日

浦

翠

峰

風
邪
の
了
に
あ
め
湯
少
し
甘
く
し

て梅
の
花
孫
娘
に
ゆ
ず
り
し
朝
鏡

与
川

内

阿

部
ヨ
リ
ヱ

う
た
た
ね
の
毛
布
に
匂
う
母
の
愛

や
が
て
咲
く
生
命
き
た
え
よ
凍
る

空

横

瀬

田

中

久

子

春
浅
し
土
に
汚
れ
て
草
の
び
る

鷲
や
上
陳
式
の
中
に
聞
く

横

瀬

谷

翠

山

古
里
、
ぇ
連
な
る
嶺
や
遠
霞
み

立

川

竹

田

あ
ゆ
み

パ
ス
を
待
つ
聞
を
霜
柱
踏
み
な
が

ら

立

竹
の
秀
に
早
春
の
風
つ
ま
づ
か
す

春
寒
し
座
樽
崩
さ
ず
大
師
仏

沼

江

大

岡

初

音

山
道
に
会
い
た
る
ひ
と
の
頬
か
む

霜
柱
鳴
ら
し
垣
根
に
足
袋
干
せ
り

横

瀬

稼

勢

銀
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一
出
認
は
信
用
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で
…

一送
り
先

勝
浦
町
三
渓

稼
組
問
広
夫
�
 (都
邑
車
)
ぎ
で

町
内
在
住
の
か
乏
に
限
り
ま
す
。

一
次
回
は
短
歌
、
そ
の
次
は
川
柳
と
交
代
一

-
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
匂
く
だ

・

一さい。

liijf宇

日
捲
に
触
れ
新
年
の
事
始
め

病
院
の
自
動
扉
聞
け
寒
の
入
り

坂

本

谷

富

士

枇
杷
の
花
鳴
き
声
高
き
鳥
の
来
て

冬
の
パ
ラ
思
い
き
り
よ
く
崩
れ
け

)
 

り

坂

本

自

国

田

久

恵

-

ぽ
け
咲
い
て
庭
隅
狭
き
四
秀
巡
り
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と

き

三
月
二
十
日
(
水
)

と
二
ろ

該
当
児

ヌb込 つ ら

に
生
ま
れ
た
子
。
�
 

※

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

乳
児
健
康
診
査
及
び

離
乳
食
講
習
会

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階

検
査
(
血
圧
測
定
・尿
検
査
)
 

高
血
圧
時
の
食
事
療
法
に

つ
い
て
、

小
松
島
保
健
所

O O

炉
ご
す
の

内

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
と
言
わ
れ
る
主
な
病
気

は
が
ん

・
脳
卒
中

・
心
臓
病

・
槽

原
柄
で
す
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど

が
慢
性
に
進
行
し
、
初
期
症
状
が

あ
り
ま
せ
ん
。
定
期
検
診
で
健
康

の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

容
�
 

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
、
三
種
混
合
予
防
接
種

三
月
二
十
七
日
(
水

i )

午
後
一
時
三
十
分
�
 三

時住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
-

二
階

i

該
当
児

二
歳
�
 四
歳
未
満
の
子

接
種
方
法
第
一
期
・
:
一
か
月
ご

と
に
三
回
接
種

第
二
期
:
・
第
一
期
終

と

き

炉
」
こ
広
ソ

該
当
児

三
月
十
三
日
(水
)

午
後
一
時
三
十
分
1
二

時
三
十
分
。

講
演
か
高
血
圧
が
原
因
と

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
九
年
十
月
一

日
1
昭
和
六
十
年
一
月

高
血
圧
症
に
つ
い
て
映
画

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子
。

O O
栄
養
士
大
谷
献
子
先
生

な
る
病
気
に
つ
い
て
。

講
師
赤
岩
光
先
生

上
映

金
高
血
圧
予
防
食
を
調
理
実
習
し
、

試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
料
金

無
料

善

意あ

り

が

と

う

一

ご
ざ
い
ま
し
た
一

-
&
u

一

・・
�
 

I
B
 

巡回健康相談日程

。
乳
児
健
康
診
査
後
離
乳
食
指
導

を
行
い
ま
す
。
�
 

※

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

高
血
圧
は
徐
々
に
し
の
び
よ
り
、

献
月
刊
日
1
2
月
何
回
一

E

血

圧

学

級

了
後
十
二
か
月
1
十

八
か
月
後
に
一
回
接

l
種
�
 

経
過
が
す
す
む
に
つ
れ
、

心
臓

・

A
l

料

金

無

料

※

母
子
手
帳
と
、

印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

一
歳
児
健
康
診
査i

午
後
一
時
三
十
分
�
 三

時も勝
浦
病
院

昭
和
五
十
九
年
二
月
一

日
1
四
月
三
十
日
ま
で

中
田
花
子
(
棚
野
)

木
下
登
吉
(
中
角
)

泉
原
利
雄
(
与
川
内
)

塩
栗
喜
造
(
中
山
)

桜

野

菜

一

(

石

原

)

婦
人
会
�
 

山山山 }日~

腎
臓
な
ど
の
重
要
な
臓
器
に
障
害

を
お
こ
し
、
脳
卒
中
や
、

心
臓
病
・

腎
臓
病
の
ひ
き
が
ね
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
高
血
圧
の
正
し
い
治

療
と
食
事
療
法
に
つ
い
て
理
解
し
、

合
併
症
の
予
防
に
つ
と
め
て
い
た

だ
く
た
め
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
方
が
ぜ
ひ
、
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

炉

』

会

�

 
t

i

三
月
六
日
(
水
)

午
前
九
時
三
十
分
�
 午

後
三
時
�
 

一

匿

名

(

中

山

)

一

匿

名

(

横

瀬

)

円

引

以
上
の
か
た
か
ら
社
協
善
意

向

日
銀
行
に
釜
豆
息
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

明

日
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

働

市
す。

月 日� l待 品守 場 戸斤

%肘
午前10時30分

-11時30分 坂本消防詰所� 2階� 

)(.肘
午後� 1時30分~

-31時
ぷ寸ト、 けLIJ:L山、 正E〉、 孟A比ι 

%s同 午後� 1If.'j時330分i時 星谷集会所

。相談内容 (皿圧測定 ・尿模査 ・健康相談〉� 

o料金 無料�  

※ 健康手帳をご持参ください。� 

一飼い犬は必ずつないでく ださい一 3月定例l山配ごと相談
不用犬買い上げ日� 

日時 3月� l日(針

午前10時 一午後� 3時
3 月 6 日 ~J<) 

人権・行政・厚生・福祉
3月16日出

場所 住民福祉センタ� -2階� 

成犬� 300円
(平日でも受付しておりますので)A会

小犬� 100円� お気軽にお問い合わせ ください

高

夜間救急、当番表
3月T日山西医院

〔電話番号〕� 

勝浦病院
2-2555 

山西医院�  
2-3027 

湯浅医院�  
2-2003 

赤岩医院
2-2006 

上勝第2診療所� 
5-0152 

@日 勝浦病院

5日上勝第2~療所

ア日 湯浅医院 �  

9日勝浦病院

11日赤岩医 院�  

13日勝浦病 院

15日山西医院

。白 勝浦病院 �  

19日上勝第2診療所

。日 湯浅医院 �  

23日勝浦病院 �  

25日赤岩医院 �  

27日勝浦病院 �  

29日山西医院

@日勝浦病院

\~ 

平日 午後� 6時~翌朝午前9時
休日 午後ア時~翌朝午前9時
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